
― 47 ―

動詞重複の機能―日本語と他言語の動詞畳語比較―

動詞重複の機能
―日本語と他言語の動詞畳語比較―

清　海　節　子

１．はじめに
　本論では，動詞の重複形である畳語について，様々
な言語からのデータを調査し，その傾向を確認した
上で，日本語の動詞畳語の機能を考える。検討する
のは，語レベルの繰り返しであり，語基すべて，ま
たは部分的に繰り返される形態論的プロセスを「重
複」または「畳語」と呼ぶことにする。このプロセ
スは，日本語を含め，世界の多くの言語で観察され
ている。さらに，名詞，形容詞，副詞，動詞という
主要な品詞がすべて重複することも認められてい
る。本論では，動詞の畳語に限定し，その機能につ
いて考察する。具体的には，語基の意味が重複に
よって変化が起きる場合だけでなく，別の品詞に変
わる「カテゴリー変換」を主に扱うことにする。
　日本語の例を考えてみよう。「歩き歩き考えた」
と言うと，「歩く」動作の継続または反復が表現さ
れている。また「生き生き」は，「生きる」の畳語
であるが，「① 新鮮で生気があふれているさま：「―
した目」「―（と）描写する」② 元気で，活気のあ
るさま：「―（と）した表情」（『スーパー大辞林』）
を表す副詞であり，動詞から副詞へとカテゴリーが
変換されたと考えられる。一方で，動詞が語レベル
以上で繰り返されることがある。例えば， 次のよう
な動詞の反復である ：A「ケーキ食べた？」B「食
べた食べた」，または， 待ち合わせをして，遅れて
来た人が目に入った時，「〇〇さんが来た来た」と
言う場合である。これらは，文レベルの繰り返しで
あり，動詞が反復されて，その意味が強調されたと
考えられる。本論では，このような反復の用例は考
慮に入れない。
　以下の構成は次の通りである。2 節では，重複（畳
語）についての定義を提案する。3 節では，日本語
以外のさまざまな言語における動詞畳語に関して，

先行研究を参考にして用例を挙げ，形態と意味の傾
向を検討する。4 節では，日本語の動詞重複につい
て，先行研究を取り上げ，歴史的な考察を含めた特
性を概観する。5 節は，他言語における動詞重複の
データ調査の結果と比較して，日本語の動詞重複の
特徴を考察する。最後の6節では結論が述べられる。

２．重複（畳語）の定義
　本節では，重複（畳語）の定義を提案するが，そ
の前に，2.1 では，英語の ‘reduplication’ について 

『言語学大辞典〈第 6 巻〉術語編』を参考に，用例
を確認する。また，2.2 では Kiyomi (1995) に従っ
て，畳語の定義と型について簡潔に論じる。

2.1 『言語学大辞典〈第 6 巻〉術語編』
　『言語学大辞典〈第6巻〉術語編』は，‘reduplication’ 
を「畳音」と訳している。しかし「重複」とも呼ば
れると断っている。本来は，音の反復を意味するが，
文法的には，全部または一部を反復することで語形
変化あるいは派生を生じる形態的プロセスであると
説明している。典型的な例として，古代ギリシャ語
やサンスクリットなど古相の印欧語の動詞の完了を
表す形態であると考えている。以下のように，ギリ
シャ語は，語幹の頭子音（下線部）を語頭に反復さ
せて完了を示す。

⑴　δέδoρκα「私は見た」
　　βέβηκα「私は行った」 
これに関して，Matthews (1991:134) は，古代ギ
リシャ語の完了のプロセスを次の型で表されるだろ
うと提案している。X は語基であり，C1 と C2 は，
理論的には同一のものである。
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⑵　 C1X → C2e C1X

矢印右の型から，部分的な畳語であり，接頭辞とし
て最初の子音のみが繰り返され，/e/ という母音が
必ず生じることが分かる。
　『言語学大辞典〈第 6 巻〉術語編』によると，動
詞によっては，現在を表す場合もある。さらに，サ
ンスクリットは，完了だけではなく，願望法にも重
複がみられる。このような印欧語の畳音は元来，語
幹の意味を強調していたらしい。ところで，上のよ
うな現象は，印欧語以外では，フィリピンのタガロ
グ語に見られ，重複される動詞が「未然相」（現在
や未来を表す）だけでなく，「継続相」も表現する。
語幹の第一音節を反復させる：naglalaba「洗って（い
た）」，即ち，行為の継続・未完了のアスペクトを表
現していると説明されている。さらに，長屋（2015）
によると，タガログ語の動詞 ‘gawin’「する」は，
第一音節の子音と母音が反復されると， ‘ga-gawin’

「するだろう」のように未来を表す。一方，タガロ
グ語と同じオーストロネシア語族に属するマンガッ
プ語（Mangap-Mbula）は，語基の後ろの部分が反
復されると継続を表す（ ‘kuk’「吠える」  ‘kuk-uk’「吠
えている」）。
　『言語学大辞典〈第 6 巻〉術語編』の説明の最後
の部分で，「人々」「山々」という名詞畳語の例を挙
げて，語自体の反復に文法的価値を与え複数を示す

「畳語」もあると述べている。以上から，この辞典
では，動詞と名詞の畳語を区別して扱っていること
が分かる。動詞の例では，重複により，テンスとア
スペクトにかんして意味の変化があると理解できる
であろう。

2.2  定義と型
　畳語の定義として，Kiyomi (1995:1145) の提案
に従い，以下を採用する。

⑶　X という音韻的形式の単語を仮定すると，畳語
は XX または xX である。

　　（x は，X の一部であり，x が X のすぐ前か後ろ，
または X の内部に現れる）

　　　条件： ⅰ XX または xX は，意味的に X に関
係していなければならない。

　　　　　　ⅱ XX または xX は，生産的でなけれ
ばならない。

上の条件から明らかではあるが、擬音語・擬態語の
ように，語基の繰り返しでない場合は考慮に入れな
い。また語彙化された語（語基の意味と重複された
語との間に意味の関連性が認められない場合），あ
るいは，語基の意味と重複された語との間に意味的
関連性があっても生産的な重複プロセスが見られな
い場合は畳語とは考えない。一方で，語の重複で品
詞が変わる場合，また文法的性質に変化が起きる場
合は，語基と重複語が意味的に関連しているので考
慮に入れる。このような変化は一般的な畳語とは区
別して，「カテゴリーが変換された畳語」として捉
えることにする。
　また，畳語と言っても，語全体が反復されるだけ
でなく，語の一部が反復されることもある。一部分
の反復は，接頭辞，接中辞，または，接尾辞とみな
される。以下に動詞の例を挙げる（Kiyomi 1993）。

⑷ⅰ 接頭辞
　　ralir「歩く」   ra-ralir「あちこち歩き回る」
　　　　　　（アンブリム語：マライ・ポロネシア）
　ⅱ 接中辞
　　ta-’ aki「持ち上げる（単数）」
　　ta-a-’ aki「持ち上げる（複数）」
　　　　　　　（レンネル語：マライ・ポロネシア）
　ⅲ 接尾辞
　　nilalgu 「殺す」　nilalgu -gu「たびたび殺す」
　　　　　　　　　（マウング語：オーストラリア）

以下のように，音変化を伴うこともある。

⑸ⅰ wida「見る」  widu-wida 「誰かを見つけ出す」
　　　　　　　　　（バガンジ語：オーストラリア）
　ⅱ peeleeg 「隠れる」pel-peeleeg「何度も隠れる」
　　　　　　　　（ヤップ語：マライ・ポロネシア）
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３．日本語以外の動詞重複
　この節では，先行研究から得られた日本語以外の
動詞畳語の用例を見ることで，意味と型の特徴と傾
向を確認する。3.1 では，Sapir (1921) から動詞畳
語の例を取り上げる。3.2 では，5 つの語族に属す
る 89 言語を調査した Kiyomi(1993) を参考に，動
詞畳語の例を検討する。3.3 で，要点をまとめる。

3.1　先行研究 (Sapir 1921)
　最初に，Sapir (1921) が挙げている様々な言語の
重複された語のデータから，動詞の例だけを取り上
げる。最初に，語全体が重複されている動詞の例を
挙げ，次に語の一部分が重複されている例を見るこ
とにする。以下カッコ内には，言語名と話される場
所，属する諸語，語族などを記した。１）

⑹　語全体の重複
　ⅰ　go「見る」　go-go 「まじまじと見る」
　　　（ホッテントット語：［アフリカ南西部］コイ

サン諸語）
　ⅱ　gam「語る」　gam-gam「語らせる［使役］」
　　　（ホッテントット語）
　ⅲ　fen 「かじる」fen-fen 「あらゆる側からかじ

る」（ソマリ語：クシ諸語）
　ⅳ　iwi「見える」iwi iwi  「注意深く見回す / 調

べる」
　　　（チヌーク語：［北米先住民族インディアンの

言語］ペヌティ語族）
　ⅴ　yi「行く」yiyi  「行く，行く行為［不定詞］」 
　　　（エウェ語：［西アフリカ］ニジェール＝コン

ゴ派のクワ諸語）
　ⅵ　wo「する」	wowo 「なされた［動詞状形容詞］」

（エウェ語）  

⑺　語の一部分の重複
　ⅰ　gen「眠る」ggen 「眠っている」
　　　（シル語：モロッコのベルベル語派）
　ⅱ　kamu-ek「私は急ぐ」
　　　kakamu-ek「私はもっと急ぐ」
　　　（ボントク・イゴロト語：［ルソン島北部で話

される］フィリピン語群）
　ⅲ　gyibayuk「飛ぶ」
　　　gyigyibayuk 「飛んでいるもの」
　　　（ナス語：［ブリティッシュコロンビアのイン

ディアンの言語］ツィムシアン語族）
　ⅳ　himi-d-「話しかける」 himim-d- 「よく話しか

ける」（タケルマ語：［アメリカオレゴン州イ
ンディアンの言語］ぺヌティ語族）

　古いインドヨーロッパ諸語は，語幹要素が重複さ
れると，動詞の完了形を表す。以下の例では，語幹
の最初の子音が語頭で繰り返されている (Sapir 1921:
82)。

⑻　サンスクリット語： dadarsha（私は見た）
　　ギリシャ語：leloipa（私は残した）　
　　ラテン語：tetigi（私は触れた）　
　　ゴート語：lelot（私はさせた）　

　重複がテンスを表す例を見てみよう。北米イン
ディアンの言語の一つであるタケルマ語の動詞には
次の二通りの形式がある：① 現在・過去を表す形
式　②未来及びある叙法と動詞派生語の形式。次の
例から，‘eb’ の重複は ［現在 / 過去］ というテンス
を示すことが分かる。一方，重複がないと未来を表
す動詞になる。

⑼　タケルマ語：al-yebeb-i’n
　　　　　　　　（私は彼に見せる / 見せた）
　　　　　　　　al-yeb-in（私は彼に見せるだろう）

3.2　Kiyomi (1993)
　Kiyomi(1993) が調査した言語のデータから，動
詞に限定した結果をまとめる。２）　世界の言語の畳語
におけるさまざまな意味などを確認することが目
的である。Kiyomi (1993) は，次の 5 つの語族に
属する 89 言語をデータとして畳語の調査を行った

（括弧内の数字は調査した言語数である）：バンツー
語族 [18] ；オーストラリア語族 [20] ；パプア語族 
[14]；オーストロアジア語族 [7]；マライ・ポリネ
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シア語族 [30]。調査した結果，畳語には，次の二
つの機能があると考えられる。

⑽ⅰ　基幹語の意味に別の意味特徴を付け加える。
　ⅱ　品詞のカテゴリーを変化させる。［カテゴリー

変換］

　「カテゴリー変換」は，重複によって，品詞が別
の品詞に変わることである。品詞に変化が生じない
が，他動詞が自動詞になるような品詞内での機能変
化（［カテゴリー内変換］）も見つけられた。動詞の
重複に限定して，どのような意味特徴と「カテゴリー
変換」が観察されたかを以下にまとめる。一つの品
詞で複数の意味特徴のある言語も観察されるので，
見出された意味特徴の数が，扱った言語の総数以上
になることもある。

3.2.1　意味特徴
　動詞畳語には，26 種類の意味特徴が認められた。
その内 20 種類は，以下に示す 4 種類の基本的意味
タイプに還元され得る。一言語に，二つ以上の下位
の意味が存在することがあるので，カッコ内の数は
調査した言語総数 89 より多くなっている。

⑾　反復 / 継続 [102]　弱小化 [38]
　　強化 [26]　複数化 [24]

動詞の畳語は，半数以上が，反復 / 継続 を表し，
意味の中で最も多い。２番目に多く観察される意味
は，弱小化であり，強化の例の約 1.5 倍に相当する。
上の 4 種類の基本的意味タイプには，下位（サブ）
タイプが存在する。各基本的意味タイプに分類され
るサブタイプを例数が多い順に並べると以下のよう
になる。

⑿ⅰ　�反復 / 継続� [102] --- 反復 / 継続 [68]
　　　　あちこち [14]　習慣 [9]　進行形 [5]
　　　　同時性（副詞句形成）[3]　多様な行動 [2]
　　　　未完了 [1]　所格相 [1]
　ⅱ　�弱小化� [38]  --- 弱小 [17]　無目的 [10]

　　　　無秩序 [3]　試み [2]　不注意 [2]
　　　　不熱心 [2]　みせかけ [2]
　ⅲ　�強化� [26]   ---　 強化 [25]   過剰 [1]
　ⅳ　�複数化� [24]  ---　複数 [19]　分布 [4]
　　　　相互関係 [1]

　各基本的意味タイプに属する動詞畳語の具体例を
以下で見ることにする。

⒀　反復 / 継続： tepya「話す」　tepya-tepya「話
し続ける / とりとめなく話す」

　　　　　　　　　　　　（デンゲゼ語：バンツー）
⒁　同時性：busal「走る」　bu-busal「走っている間」
　　　　　　　　　　　　　　（アメレ語：パプア）
⒂　baramga：「跳びはねる」　bara-baramga：「あ

たりを飛び跳ねる」
　　　　　　　　（ワールバル語：オーストラリア）
⒃　弱小：gadhinma「粉砕する」
　　　gadhi-gadhinma「いくらか粉砕する」
　　　　　　　（ンギヤンバー語：オーストラリア）
⒄　試み：dal「叩く」 da-a-l「叩くことを試みる」
　　　　　　　　（ムンダリ語：オーストロアジア）
⒅　無目的：luka「探す」　luka-luka「目的もなく

探す」　　　　　　　（リンガラ語：バンツー）
⒆　強化： bùng「悪化させる」　bùng-bùng「非常

に悪化させる」
　　　　　　　　（ベトナム語：オーストロアジア）
⒇　複数化　yur 「横になる」
　　　yu-yur「複数の…が横になる」
　　　　　（マラックマラック語：オーストラリア）

　基本的意味特徴に還元されない意味特徴は，テン
スを含む次の 6 種類である。

㉑　速さ [4]　未来 [2]　気楽さ [1]　命令 [1]
　　過去 [1]　目的 [1]

3.2.2  カテゴリー変換
　動詞の語幹は，重複することで，品詞を変えるこ
ともできる。これを ［カテゴリー変換］と呼ぶこと
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とにする。また品詞内で，主に文法的性質に変化が
加えられると考えられることがあり，これを ［カテ
ゴリー内変換］ と呼ぶことにする。変換の組み合わ
せと，その例が使われた言語数は以下の通りである

（「x 2」は、あらゆる形態の重複を示し，言語の数
は括弧内に記した）。 

㉒　動詞 x 2 = 名詞  [4]　動詞 x 2 = 形容詞 [3]
　　動詞 x 2 = 副詞  [3]

［カテゴリー変換］には，次のような例が見られた。

㉓　動詞 x 2 = 形容詞
　　tum「乾かす」　tum-tum「乾いている」
　　　　　　　　（ムリンバタ語：オーストラリア）

　次に，［カテゴリー内変換］を調べてみると，以
下の 2 種類ある。

㉔ⅰ　動詞 x 2 = 分詞 [1]
　ⅱ　動詞（他動詞）x 2 = 動詞（自動詞）[6]

他動詞の重複が自動詞になる用例が多いことは興味
深く，以下のような例が見られる。

㉕　［カテゴリー内変換］動詞
　　　（他動詞）x 2 = 動詞（自動詞）
　　koso「切る（他動詞）」 kos-kos「切る（自動詞）」
　　　　　　（モキレーズ語：マライ・ポロネシア）
　　cha「食べる（他動詞）」chi-cha「食べる（自動詞）」
　　　　　　　　　　（パコ語：オーストロアジア）

3.3 まとめ
　Sapir (1921) では，語全体の重複と一部分の重
複と分けて例が挙げられていたが，型にかかわら
ず，様々な意味の変化とカテゴリー変換が見られる
ことがわかる。意味にかんして，強調や継続を表す
ものや，テンス・アスペクトの変化が観察される。
Kiyomi (1993) は，「意味特徴」と「カテゴリー変
換」の 2 機能に注目して調査した。その結果，26

種類の意味が認められ，その内 20 種類の意味が４
つの基本的意味タイプ（反復 / 継続　弱小化　強
化　複数化）に還元された。「反復 / 継続」が最も
頻度の高い意味であり，そのサブタイプには，次の
意味が含まれる：ⅰ反復 / 継続　ⅱあちこち　ⅲ習
慣　ⅳ進行形　ⅴ同時性（副詞句形成）　ⅵ多様な
行動　ⅶ未完了  ⅷ所格相。また，「カテゴリー変換」
は，名詞，形容詞，副詞に変換される例があり，さ
らに，他動詞から自動詞に変換される「カテゴリー
内変換」も観察された。

４．日本語の動詞重複
　日本語における動詞の重複についての記述・論文
を参考にして，特徴を探っていく。4.1では，北原［監
修］ 斎藤［編］ (2002) による日本語畳語についての
簡潔な記述から特徴を把握する。次に，より詳細な
説明のために，4.2では，国立国語研究所 (1991)，4.3
では，Martin (1991) を概観する。4.4 橋本 (1959)
と 4.5 玉村 (1974) では，関連するトピックを見る
ことにする。即ち，終止形と連用形の違いに着目し，
歴史的観点から検討していく。4.6 は，要点をまと
める。

4.1 北原［監修］ 斎藤［編］ (2002)
　北原［監修］ 斎藤［編］ (2002: 219-220) によると，
古代の印欧語では，重複法が語構成の一つの方法で
あったが，現代では，わずかに姿を留めているだけ
である。一方で，語彙全体に対して畳語が占める割
合を＜畳語率＞として捉えると，日本語は，その高
い割合から，畳語優勢言語であり，コリア語やイン
ドネシア語と同等であると考えられる。
　また，意味にかんしては，以下のように述べられ
ている。

　総じて言えば，重複は，強調を表す最も単純で基
本的な形式であり，① 多様性， ②強度性，③ 動
作の継続性，④ 動作・現象の反復性，⑤ 状態の
誇張などの指示機能を内包していて，品詞により，
語義により現れ方に差が生じるのである。日本語
の畳語は，特に①と⑤に分布するものが多いと見
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られる。（北原［監修］ 斎藤［編］　2002: 220）

上から，日本語の畳語は，多様性と状態の誇張を表
現することが多いことがわかる。これらは，名詞と
形容詞の重複に関わる意味であり，動詞の重複は 
③と④に関連するため，分布としては多いとは言え
ないことがわかる。

4.2 国立国語研究所 (1991)
　国立国語研究所 (1991: 38-45) による畳語と動詞
重複の説明を詳しく見ていくことにする。畳語は，
重複によって生まれた語であり，日本語は，インド
ネシア語のような畳語の多い言語である。言語に
は，語全体を重複させて別の語を造る手段があるが，
広義には，音素，音節，語根，語幹，連語（句）の
重複も含まれる。そこで，厳密には，音素と音節の
重複は「畳音」，連語（句）の重複は「畳句」と呼
ばれる。語種の観点から言えることは，畳語は，外
来語にはなく，和語と漢語のみである。また，オノ
マトペを除くと，通常は連濁が起きる。動詞につい
ては，畳語の意味が，動作の反復継続（例：「泣く
泣く」），完了または過去（例：ラテン語 currō ［私
は走る］;  cucurrì ［私は走ったところだ］）になる
傾向がある。
　日本語の動詞は，連用形が重複するのが一般的で，
次の例が挙げられている。

㉖　笑い笑い　泣き泣き　走り走り　歌い歌い　呼
び呼び　売り売り　（目を）こすりこすり　チ
マキ食べ食べ

　これらの畳語は，連用修飾句として，「…シナガラ」
「…シツツ」「…スル一方で」のように，後続動詞と
同時的，または，並行的に行なわれる継続・反復動
作を表す。一段活用・サ変活用の動詞で連用形が１
モーラになる場合は，2 モーラに長音化される。例

（見→見い見い）（する→しいしい）を以下にあげる。

㉗　柳之助は、おのれの手先を見い見い葉山の顔を
眺める（尾崎紅葉『多情多恨』前二）　 

㉘　なかに挟まれた私は疎くされるのを承知で，遠
慮しいしいあの肥っていたおなかのあたりへ纒
わったことだった。（幸田文『父』）

　2 か 3 モーラの動詞の例が多いが，次のような 4
モーラ以上の例もある。

㉙　生きかわり生きかわりたたき直さなくてはなら
ないのだそうである。

　　（幸田文　『こんなこと』経師）

また，例外的に，意味的な制約があり，例えば「死ぬ」
は反復不可能であるので，「死に死に」は使われない。
　動詞の畳語形式は，連用修飾句の他に，2 つの類
があるという。それらは次のような「生き生き」式
と「思い思い」式である。

㉚　「生き生き」--- 枯れがれ，しみじみ，冷えびえ，
　　　　　　　　　ぬけぬけ，ありあり，のびのび
㉛　「思い思い」--- 次つぎ，とりどり

（30）「生き生き」式は，そのままか ,「−と」また
は「−に」を伴い，副詞として用いられる。意味は

「いかにも〜とした様子だ」「本当に〜する感じだ」
である。（31）「思い思い」式は，名詞（居体言）になっ
た動詞が重複したものである。「−に」が付くこと
が多い。また，「−に」を伴い副詞としても用いら
れる。本論では，（30）「生き生き」式が「カテゴリー
変換」に相当すると考えられる。即ち，動詞の重複
により副詞に変換された例として捉える。それに対
して，(31)「思い思い」式は，「日々」「常々」のよ
うに，名詞が重複されて，副詞になるとみなす。「思
い思い」は ,「人々それぞれ自分の思ったとおりに。
めいめいの考えに」（『スーパー大辞林』）を表すこ
とになる。
　次に，注目すべき点が述べられている。即ち，動
詞畳語は，連用形だけでなく，終止形も重複される
のである。中世・近世初期には，以下のように，連
用・終止ともに重複が見られた。
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㉜　泣き泣き生まれた，１，泣く泣く生まれた。
　　　　　　　　　　　（『ロドリゲス日本大文典』）
㉝　泣き泣きも良い方をとる形見分け
　　　　　　　　　　　　　　　　　（柳多留十七）

現代でも以下のような終止形畳語が見られる。

㉞　ますます，かえすがえす，おずおず（＜怖づ），
おそるおそる，見す見す，見る見る，ほうほう

（＜匍ふ）
㉟　そこで泣く泣く声をあげて （中略） 名前だけで

も聞かせてやろうと（木下順二「絵姿女房」『夕
　　　鶴・彦市ばなし』所収）

　歴史的に，上代では，動詞畳語は，以下に示す例
のような終止形の重複だけであったという。

㊱　言う言う，思ふ思ふ，聞く聞く，知る知る，すす，
たどるたどる，走る走る，ふるふふるふ，ゆく
ゆく，わななくわななく

連用形畳語が登場するのは，中古時代の平安中期で
ある。現在では，「泣き泣き」と「泣く泣く」が共
存しているが，「泣く泣く」は，反復する同時動作（「泣
きながら」）を表すというより，逆説的意味（「泣き
ながらも」），または，強調された悲観・困惑を表す
副詞として語彙化されているようだと説明されてい
る。3） 

4.3  Martin (1991)
　Martin (1991) は，動詞の重複について多くの用
例をあげながら説明している。まず，連用形の畳語
は，述語として使われるときに，文を副詞化すると
述べている。その用例として，以下の文が挙げられ
ている。下線部が畳語部分である。4）

㊲ⅰ　泣き泣き話した。
　ⅱ　道を聞き聞き行った。
　ⅲ　頭を掻き掻き…
　ⅳ　冷や汗をかきかき…

　ⅴ　鉛筆を舐め舐め筆を運んでいます。
　ⅵ　お菓子を食べ食べ歩いています。
　ⅶ　不平を言い言い仕事をしています。
　ⅷ　考え考え歩いています。
　ⅸ　それを堪え堪え，がんばり抜いた。
　ⅹ　ジョーは繰り返し繰り返し，この種の質問に

答えなければならなかったし…

以上の畳語は，「動詞連用形 –ながら」で置き換え
ることができると説明している。また，畳語と「動
詞連用形 –ながら」が共起することもある。以下の
例文が挙げられている。

㊳　酒を飲み飲み，考えながら歩いて行った。

また，１モーラの語基は，連用形の母音を長音化す
るが，このような語基は数が少ない上，この構文で
は畳語形で成立するものがほとんどない。少ない例
として，以下があげられている。

㊴　借金しいしいやっと生活してる。
　　時間を気にしいしい家へ急いだ。
　　彼女の顔を見い見い聞いた。
　　弓を射い射い….
　　家を出え出え…

　次に，連用形の動詞畳語であるが，次の 5 つの
グループに分類されている (Martin 1991，408-
411)。

㊵ⅰ　自動詞の動名詞（? 副詞）
　　　飽き飽き，懲り懲り，蒸し蒸し，おじおじ，

すべすべ，うねうね5）

　ⅱ　副詞
　　　変わり変わり，重ね重ね，泣き泣き，追い追

い
　ⅲ　主観的副詞（「と」を伴うこともある）
　　　ありあり，晴れ晴れ，冷え冷え，惚れ惚れ，

生き生き，枯れ枯れ，伸び伸び，しみじみ，
浮き浮き
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　ⅳ　名詞6)

　　　延び延び， 切れ切れ，散り散り，絶え絶え，
飛び飛び，すれすれ，思い思い，離れ離れ，
ちぎれちぎれ，別れ別れ

　ⅴ　形容詞　（−し）
　　　慣れ慣れ−し

(40iv) は，Martin では，名詞扱いになっているが，
『精選版日本国語大辞典』と『スーパー大辞林』に
よると，ここに挙げられている畳語は，名詞，副
詞，形容動詞の内一つか二つに相当し，必ずしも同
じではない。例えば ,「延び延び」は『精選版日本
国語大辞典』では，副詞と形容動詞であるが，『スー
パー大辞林』では，名詞と形容動詞である。「切れ
切れ」は 『精選版日本国語大辞典』『スーパー大辞林』
ともに，名詞と形容動詞である。また ,「散り散り」
は『精選版日本国語大辞典』が名詞と形容動詞で，

『スーパー大辞林』では，形容動詞のみとされている。
　Martin (1991: 798-800) は，感情的な効果を出
すために特殊な形態の副詞を取り上げている。彼が
‘affective adverb’7）（喚情的副詞）と呼ぶこれらの
副詞の多くは重複されるが，「にこにこ」「はきはき」

「びくびく」などオノマトペも扱っている。七分類
されている中で，動詞の終止形と連用形の重複が含
まれている。連用形はすでに取り上げたので，終止
形の動詞畳語の例を以下に列挙する。

㊶　「代わる代わる」「ますます」「見る見る」「みす
みす」「泣く泣く」「ぬるぬる」「恐る恐る」 「お
ずおず」 「つくづく」

上の例にある動詞畳語としての「ぬるぬる」の意味
が不明であるので，辞書を参考に，意味を確かめる
ことにする。辞書『スーパー大辞林』によると，副
詞の「ぬるぬる」の説明は以下のように 2 種類ある。

㊷ⅰ　ぬるぬる（副）① 水気があって，なめらかで，
滑りやすいさま。ぬらぬら。「石に苔が生え
て―（と）する」② 粘液状のものがうごめ
くさま。柔らかくて，つかもうとすると抜け

出るようなさま。「―（と）したナメクジの
ようなもの」

　ⅱ　ぬるぬる（副）〔ほどける意の動詞「ぬる」
を重ねた語〕 ゆるんでほどけるさま。抜ける
さま。ずるずる。「をろ田に生はるたはみづ
ら引かば ― 我（あ）を言な絶え」〈万葉集
3501〉

『精選版日本国語大辞典』は，「ぬるぬる」には，見
出しが 3 つある。それぞれをまとめると以下のよ
うになる。

㊸ⅰ　「ぬるぬる」（副詞）「ずるずると解ける様を
表す」

　ⅱ　「ぬるぬる」（副詞：多く「と」を伴う）「生
ぬるいさまを表す」

　ⅲ　「ぬるぬる」（副詞 / 形容動詞：「と」を伴う
こともある）「⑴粘液状のものがつかみどこ
ろがなく，形を変えるさま，柔らかくて，つ
かもうとすると，抜け出るようなさまを表す
語。また，そのようなものがついて滑りやす
いさまを表す語。⑵のっぺりとして凹凸がな
いさまを表す語」

　これらの辞書を比べると，(42ii) が (43i) に相当
し，古い用法で動詞の終止形「ぬる」が重複されて
いる。近藤 (2001: 114) は，(42ii) で挙げられてい
る万葉集からの例の類歌で，地名と蔓の名前が異な
る歌を扱っている。次のように「たはみづら」の代
わりに「いはゐつら」となっている。

㊹　入間道の大屋が原のいはゐつら引かばぬるぬる
我にな絶えそね（奴流奴流）

　　「いはゐつらを一度引くと，何度もズルズル抜
けてくる」

上の歌は，蔓性の植物である「いはゐつら」は，何ヶ
所にも根が生えているので，一度引くと，何度もズ
ルズル抜けてくると言う解釈がされるという。近藤
は，別の解釈も提言している。それは，「引く」と「ぬ
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る」が繰り返されて「引くと抜け，また引くと更に
抜け」というように「引く」と「抜ける」という一
連の動作の反復を表す意味である。現在われわれが
使う「ぬるぬる」の意味は (42i)と(43iii)の⑴であり，
終止形の重複ではないであろう。また (43ii) は，動
詞ではなく，「ぬるい」という形容詞の語基の重複
により副詞となったと考えられるので，カテゴリー
変換の例である。

4.4  橋本 (1959)
　橋本 (1959) は，終止形畳語を「ナクナク」型と
連用形畳語を「ナキナキ」型とし，これら二形式の
共存がいつであったのか，また表現の差異について
歴史的に考察している。本稿に関連する内容につ
いて見ていく。まず，「ナクナク」型は，極めて少
数で「ミルミル」「ミスミス」「オソルオソル」「オ
ヅオヅ」「カハルガハル」等がある。これらは，動
詞の機能を失い，状態副詞になっていると述べてい
る。本来の意味が変化し，行動を引き起こす外界の
状況または，主体の態度を表す傾向がある。これに
対して，ほとんど全ての動詞が「ナキナキ」の形に
なり得る。動詞の連用形は単独で連用修飾できない
ので，「ナキナキ」型が連用形にとっての一つの機
能と考えられる。
　橋本は，以下の２文の違いを中学生 3 年生に聞
いた。

㊺ⅰ　お父さんはこの春生まれた子馬を泣く泣く隣
村へ売りに行かれました。

　ⅱ　お父さんはこの春生まれた子馬を泣き泣き隣
村へ売りに行かれました。

32 名の中 14 名が「泣く泣く」を「悲しい気持ちで」
「泣きたい気持ちで」「いやいやながら」と捉え ,「泣
き泣き」が，泣くという行為を伴うと理解していた
のであった。以上から ,「現代語では，連用形の重
複が連用修飾機能を持つことは一つの文法的事実で
あり，終止形の重複は語彙的事実に過ぎないのであ
る」（橋本 1959：446 ）と述べている。８）

　橋本は，歴史的観点から文献を検討し，奈良時代

までは「ナキナキ」型がなかったようだと主張して
いる。「ナクナク」型は，「マスマス」や「シクシク」
などに代表されるように，奈良時代には動詞の機能
を保持しながら，副詞化も進んでいたらしい。平安
時代に入って，現在にまで残る副詞としての「ナク
ナク」型の固定化が「泣く泣く」「返す返す」など
に見られる。「ナクナク」型は表面的には優勢であっ
た。しかし，鎌倉時代に入ると，「ナキナキ」型の
一般化が進み，これ以降増加していく。換言すると，

「ナクナク」型から「ナキナキ」型への系列が認め
られ，質的に多様性を帯びる。「ナクナク」と「ナ
キナキ」型はどちらも動詞性を帯びているときは連
濁の例が見られない。連濁になることは一語である
ことの表れであり，語彙的固定化を意味する。次の
例を見てみよう。

㊻　心あわただしき雨風に皆散り散り�に�きほひ帰り
ぬ。（源氏　藤裏葉）

（46）の 散り散りは，「ちりじり」と連濁を起こし，
「に」を伴うので，状態副詞であることを表している。
さらに，以下のような例もある。

㊼　御息も絶え絶え�なる�さまにて聞ゆ　（讃岐典侍
日記）

㊽　忍び忍び�の�御かたたがへ所はあまたありぬべけ
れど　（源氏　箒木）

動詞の重複が，（47）では，�なる�を伴う形容動詞と
して，さらに，（48）では、�の�を伴う連体格となっ
ている。筆者は，これらの例をカテゴリー変換とし
て捉えるべきであると考える。つまり，動詞の重複
は，副詞だけでなく，以下のように 3 種類のカテ
ゴリー変換があると提案する。

㊾　動詞 x 2= 副詞　動詞 x 2= 形容詞
　　動詞 x 2= 名詞

形容動詞は形容詞の下位分類であると考えている。
また（49）は，（40）で示されている Martin (1991)
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の分類にも相当することが分かる。

4.5  玉村 (1974)
　玉村 (1974: 127) は，木下順二の作品から興味深
い例を挙げている。それは，以下の類似表現である。

㊿　じっさはおったまげで，泣き泣きそれをひろっ
て，庭のすみに埋めて… 

　　　　（ガニガニゴソゴソ「わらしべ長者」所収）
�　そこで泣く泣く声を上げて，（中略）名前だけ

でも聞かせてやろうと 
　　　　　　（絵姿女房「夕鶴・彦市ばなし」所収）

ほぼ同じ状況描写に，連用形と終止形の異なる形態
が用いられている。玉村は，（50）が児童を対象に
書かれた民話の地の文であり，（51）が一般人向け
の朗読の語り手のことばということに起因すると考
えるべきだと推測している。
　玉村 (1974: 127-128) は，終止形畳語と連用形
畳語の歴史的変遷を次の 4 点を要約している。

�ⅰ　上古になかった連用形畳語が中古以降に終止
形畳語の座をおかすようになったこと

　ⅱ　連用形畳語は，活用形式から言えば非四段活
用に，組成上から言えば，複合動詞に早く例
が見られること

　ⅲ　四段動詞の中では，三音節以上の動詞に，連
用形の畳語化の例が早く現れること

　ⅳ　中世以降の例のうち，特定の動詞については，
四段動詞・非四段動詞を問わず，終止形畳語
のまま残ったこと

(52iv) に指摘されている特定の動詞とは，「マスマ
ス」「ナクナク」「ハフハフ」「カヘスガヘス」「オヅ
オヅ」「オソルオソル」「ミスミス」「ミルミル」などで，
不変のまま残ったのである。
　なぜ終止形畳語の「泣く泣く」が連用形畳語「泣
き泣き」と並行して，連用修飾句として現代でも使
用されているのだろうか。玉村は，この疑問に対し
ての考察を展開している。ナクナクの用例を調査し

た結果 ,「源氏物語」では 45 回，「平家物語」では
78回使用されていることを指摘している。特に，「平
家物語」に於ける使用度数は，副詞の中では 16 位
であり，注目に値すると述べている。頻用の結果，
具体的に「泣く」動作を示さずに，あきらめなけれ
ばならない心情を表す情態副詞となったと主張して
いる。また，「泣く」が完全自動詞であることも副
詞化を促進したと言う。例えば，以下の文では，修
飾語句を受けずに，後続の動詞の連用修飾句として
のみ機能している。 

�　障子にナクナク一首の歌をぞかきつけける。
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（平家巻一　祇王）

本来は，二種の動作の同時性を表していた。しかし，
その意味が失われてしまうと，日本語の構文上，挿
入句として意識されたため，副詞化につながったと
提言している。一般的な終止形畳語から連用形畳語
への交替という現象があったが，「ナク」ほど連用
形畳語の登場が遅く，終止形畳語と連用形畳語がこ
れほど長い間共存した例は他には見られないという
ことである。江戸時代の文献では，常に主として「ナ
クナク」が使われ，「ナキナキ」は専ら口頭語とし
て用いられていたらしい。

4.6 まとめ
　4.1 では，日本語が畳語優勢言語であること，ま
た，重複は強調を表す基本的形式であり，動詞畳語
は，継続性と反復性を示すことを確認した。4.2 で
は，日本語の動詞畳語の特性について知ることがで
きた。第一に，日本語の動詞は，連用形が重複する
のが一般的で，連用修飾句として，「…シナガラ」
のように後続動詞と同時的または，並行的に行なわ
れる継続・反復動作を表す。第二に，連用修飾句の
他に，副詞として用いられる「生き生き」式と「思
い思い」式があることが分かった。「生き生き」式
は「いかにも〜とした様子だ」を表現し，「思い思い」
式は動詞が名詞になり，それが重複したのである。
第三に，現代では，終止形の重複があるが，その数
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は限られている。歴史的にみると，上代は終止形畳
語のみであった。4.3 では，連用形の動詞畳語が 5
分類されている（ⅰ自動詞の動名詞　ⅱ副詞　ⅲ主
観的副詞　ⅳ名詞　ⅴ形容詞）。また，終止形の畳
語に言及しているが，その中の一例である「ぬるぬ
る」の意味を確かめた。4.4 では，「ナクナク」型
が少数で，動詞機能を失い状態副詞になっているこ
と，また，ほとんどの動詞が「ナキナキ」の形にな
り，連用修飾機能を持つことが指摘された。歴史的
にみると，奈良時代までは「ナキナキ」型がなかっ
たらしい。4.5 では「泣く泣く」と「泣き泣き」が
共存している理由を知ることができた。

５．考察
　世界の言語における動詞の重複の機能を知った上
で，日本語の畳語はどのような特徴があると言える
だろうか。前節で，日本語の動詞畳語には，生産的
な連用形の重複と，生産性が低い終止形の重複形が
あることが分かった。専門書及び辞典などでは，ど
のような説明がされているのだろうか。9） 例えば『日
本大百科全書（ニッポニカ）』（近藤 2014） は，動
詞の重複についての説明はなく，畳語全体の意味は
さまざまあるとし，それを 5 つの型（複数　反復　
強調　不定　擬音・擬態語）に分類している。その
中で，動詞の「重ね重ね」は 反復，「見る見る」は 
強調を表していると考えている。また，次は，動詞
の重複を個別に扱っているが，それぞれ捉え方が異
なっている。

�　沖森（他）(2008)
　ⅰ　動作の継続（連用形の重なり）：「泣き泣き，

思い思い，懲り懲り」
　ⅱ　動作の進行（連体形の重なり）：「みるみる，

かえすがえす，ゆくゆく」

�　『日本語学研究事典』（石井 2007: 171） 。
　ⅰ　動詞（連用形）継続や反復を表す副詞
　　例：「泣き泣き」「休み休み」「思い思い」
　ⅱ　動詞（連用形）様子を表す副詞
　　例：「生き生き」「散り散り」「のびのび」「晴れ

晴れ」 

（54）は，動詞が連用形と連体形の畳語の二通りと
それぞれの意味（「継続」と「進行」）を示しているが，
副詞であることは言及していない。（55）は，終止
形についての記述はなく，連用形の2種類の副詞に，
それぞれの意味（「継続 / 反復」と「様子を表す」）
をあげている。
　さて，3.2.1で取り上げた89言語のデータの中で，
日本語の動詞畳語で連用修飾句として「…シナガラ」
を表すタイプは，(12i) 反復 / 継続 のサブタイプで
ある「同時性（副詞句形成）」に相当すると考えて
良いだろう。Kiyomi (1993) のデータには，以下の
3 例のみが見つかる。

�ⅰ　busal 「走る」 bu-busal　「走っている間」 
　　　　　　　　　　　　　　（アメレ語： パプア）
　ⅱ　wabi「隠れる」wabi- wabi「隠れている間」
　　　　　　　　　　　　　　（ウサン語： パプア）
　ⅲ　honor「歩く」honor-honor 「歩いている間」
　　　　　　　　（ムンダリ語：オーストロアジア）

しかしながら，日本語の連用形重複とは異なり，同
時性を表す二つの動作が同一の主語である必要はな
いようである。次のアメレ語の例文では「彼ら」と

「豚」の動作の同時性を表している。

�　Ho　bu-busal-en　　　　　qo-in
　　豚　 走る（畳語）−主語　 叩く−大過去
　彼らは，豚が逃げた時 （走っている間に） 殺した。

　また，「しみじみ」「のびのび」のように動詞の重
複が副詞になる「カテゴリー変換」は，3.2.2 で見
たように，次の 2 例だけである (Kiyomi 1993)。

�ⅰ　kira「推測する」kira-kira「推測では」
　　　　　（インドネシア語：マライ・ポロネシア）
　ⅱ　liwát「繰り返す」lìwat-líwat 「何度も」
　　　　　（ヒリガイノン語：マライ・ポロネシア）　
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89 言語との比較から，見逃すべきでない重要な違
いがある。第一に，畳語が副詞的用法で使われる頻
度がそれほど高くはないことは，データからも明確
である。さらに，（56）（57）の５言語には，上の
意味以外に，反復 / 継続 を表現することができる
のである。ところが，日本語では，次のように，反
復 / 継続 を表現することができない。

�＊パーティーでは，食べ食べた。
　＊その話を聞いて，泣き泣いた。

当然ではあるが，日本語では，一つの動作の継続や
反復を表現するために，動詞畳語を使用することが
できないのである。10）　　
　日本語の動詞畳語は，主に，二つの動作が同時に
行われることを表すため，後続の動詞の連用修飾句 

（副詞句）としてのみ機能するのである。興味深い
ことに，副詞句または，副詞としてのみ，動詞畳語
が用いられる言語は，Kiyomi (1993) の 89 言語の
データにはなかったのである。従って，動詞畳語が
副詞的用法に限定されていることが，日本語畳語の
特質として捉えるべきではないだろうか。換言する
と，日本語において，動詞の重複の第一機能が，同
時性を表す副詞（句）への「カテゴリー変換」と考
えることが自然であるかもしれない。さらに，反復 
/ 継続という類像的（‘iconic’）な意味付加は，副次
的機能として捉えた方が良いのではないか。また，
日本語の動詞畳語の「カテゴリー変換」の種類にか
んして，4.3 の (40iv) (40v) 及び，4.4 の（47）と（48）
を考慮に入れると，筆者が（49）で提示したように，
副詞のみならず，形容詞と名詞にも変換される可能
性を認めなければならない。

６．結論
　本論では，動詞の重複形である畳語について，様々
な言語からのデータを調査し，その傾向を確認し，
日本語の動詞畳語の機能を考えた。文レベルの反復
は考慮に入れず，語レベルの重複を検討した。語基
の重複によって，新たに生じる意味だけでなく，別
の品詞に変わる「カテゴリー変換」にも注目して考

察した。2 節では，重複語（畳語）の定義を提案し，
3 節では，日本語以外のさまざまな言語における動
詞畳語の特徴と傾向を観察した。4 節では，歴史的
な視点も含め，日本語の動詞重複の特性を概観した。
5 節は，世界の言語における動詞畳語のデータと比
較することで，日本語の動詞重複の特徴を考察した。
　結論として，日本語における動詞畳語は，主に副
詞的用法に限定されている点が特質であると考えら
れる。動詞重複の特徴は，一般に「反復 / 継続」な
どの意味の付加として捉えられる傾向があるが，日
本語の動詞畳語の第一機能としては，動詞から副詞
への「カテゴリー変換」と考えることが自然である
のではないかと提案した。また，類像的（‘iconic’）
な意味付加については，副次的機能とみなすべきで
あると述べた。さらに，「カテゴリー変換」は，主
に副詞に変換されるが，形容詞と名詞に変換される
可能性も認める必要があると主張した。

注
１）主に『ブリタニカ国際大百科事典』を参照した。
２） Kiyomi (1993，1995)，清海 (2001，2022) でも

報告した。
３）しかし，『スーパー大辞林』で確認すると，「泣

く泣く」は， ［① 泣きながら。「―遺体を葬る」
② 泣きたいほどの気持ちで。「―先祖伝来の土地
を手放す」］と二つの意味があり，①の「泣きな
がら」が含まれている。

４） Martin (1991) はすべてローマ字表記で書かれ
ているので，筆者が日本語表記に書き直した。

５） 「うねうね」は，「畝」が重複したと考えたほう
が自然であろう。『スーパー大辞林』によると，
動詞「うねる」は「畝（うね）」の動詞化である。
従って，名詞の畳語である「うねうね」が不特定
多数の畝を表し，その後，副詞として使われるよ
うになったと推測することができる。

６）「名詞」と訳したが， Martin (1991: 411) は 
‘precopular noun’ と呼んでいる。

７） 『英語学要語辞典』は，‘affective’ を「喚情的」
とし，以下のように説明している。

　「知的意味 (cognitive meaning) に対して，こ
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とばに付随する感情的な連想部分を喚情的意
味 (affective meaning) と 言 う。 明 示 的 意 味
(denotation) と暗示的意味 (connotation)，ある
いは，指示的意味 (referential meaning) と主情
的意味 (emotive meaning) との区別に等しく，ど
の場合にも意味の中核としての内容伝達な部分
と，それにまつわる付随的な，対象指示には，直
接関係しない意味，という区分が根底に見られ
る ...」

８） 筆者には，「泣く泣く」と「泣き泣き」の両方
とも「泣きたいような辛い気持ちで」を表す副詞
として，次のような表現で使うことができると思
われる。

　　ⅰ買ったばかりのポットを落としてしまい，泣
く泣く破片を拾い集めた。

　　ⅱ買ったばかりのポットを落としてしまい，泣
き泣き破片を拾い集めた。

　二通りの表現はほとんど同じ意味ではあるが，「泣
く泣く」の方がより副詞的で，「泣き泣き」には
ある程度の動作性が感じられることは否めない。

９）「畳語」の定義と用法については，清海 (2022) 
を参照のこと。

10）畳語とは言えないが，以下のように言うこと
はできる。

　　ⅰパーティーでは，食べに食べた。
　　ⅱその話を聞いて，泣きに泣いた。
　上の表現は，強調の意味が加わるが ,「食べ続け

る / 泣き続ける」という文で表される継続の意味
は必ずしも含まれない。
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